書式６－２

準　抗　告　申　立　書
　被疑者に対する，　（罪名）　　　　　　　　　　　　　　被疑事件について，　　　　　（□地方・□簡易）裁判所（　　　　支部）裁判官が平成　　年　　月　　日なした接見等禁止決定について，下記のとおり，準抗告を申し立てる。
平成　　年　　月　　日　　
　　　　
地方裁判所（　　　　支部）御中
被疑者　　　　　　　　　　　　　　印
記
第１　申立の趣旨
１　原裁判を取り消し，検察官の接見等禁止請求を却下する旨の決定を求める。
２　予備的に，後記の者に対する部分についての接見等禁止決定を取り消す旨の決定を求める。
第２　申立の理由
１　原裁判は，刑事訴訟法第３９条第１項に規定する者以外の者との接見等を幅広く禁止した。
　しかしながら，後記のとおり，被疑者には実効的に罪証を隠滅する具体的危険性はなく，接見等禁止をしなければならない相当の理由がない。
　仮に，被疑者に一般的な接見等禁止をなすのはやむを得ないとしても，事件に全く関与しておらず罪証隠滅に加担する可能性がなく接見の必要性が高い者らについてまで，一律的に禁止する必要性は全くない。
　この者らは，被疑者との関係から接見の必要性も高いので，少なくとも，この者らについてまで接見等を禁止した部分は，取り消されるべきである。
　２　本件においては，接見等禁止をする理由も必要もない
(1) 本件においては，下記の理由から，被疑者の勾留に加えその接見を禁止してまで防止すべき罪証隠滅の具体的・現実的危険性はないから，接見禁止の理由，必要性はない。
□　事案は重大案件ではない
□　被疑者が被疑事実を認めている
□　被害弁償が完了している
□　共犯者はいない
□　組織的背景はない
□　被疑者に特段の前科・前歴はない
□　被疑者の身上，経歴，社会的属性等に照らし，罪証隠滅は考えられない
□　既に捜査が相当程度完了している
　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２　仮に，被疑者について一般的な接見禁止がやむを得ないと仮定しても，下記の者については，接見を通じて罪証隠滅行為に加担するおそれはなく，被疑者の関係から接見の必要性が高いので，このような者らについてまで全面的に接見を禁止した原裁判は不当であり，取り消すべきである。
(1) 氏名　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　
　被疑者の　□夫　　□妻　　□内夫　□内妻　□父　　□母
　　　　　　□兄　　□弟　　□姉　　□妹　　□息子　□娘　　
　　　　　　□その他の親族　　□雇用主　　□上司　　□同僚　　□教師
　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(2) 氏名　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　
　被疑者の　□夫　　□妻　　□内夫　□内妻　□父　　□母
　　　　　　□兄　　□弟　　□姉　　□妹　　□息子　□娘
　　　　　　□その他の親族　　□雇用主　　□上司　　□同僚　　□教師
　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(3) 氏名　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　
　被疑者の　□夫　　□妻　　□内夫　□内妻　□父　　□母
　　　　　　□兄　　□弟　　□姉　　□妹　　□息子　□娘
　　　　　　□その他の親族　　□雇用主　　□上司　　□同僚　　□教師
　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
接見の必要性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以　上　
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